
ど
ん
な
調
査
な
の
？ 

国
勢
調
査
は
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の

人
及
び
世
帯
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も
重
要
な

統
計
調
査
で
、
国
内
の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
ま
す
。 

 

令
和
２
年
国
勢
調
査
は
、
大
正
９
年
に
行
わ
れ

た
我
が
国
最
初
の
国
勢
調
査
か
ら
数
え
て
21
回

目
に
当
た
り
ま
す
。 

 

令
和
２
年
10
月
１
日
現
在
、
日
本
国
内
に
ふ

だ
ん
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
（
外
国
人
を
含

む
）
お
よ
び
世
帯
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。
内
容

は
、
世
帯
員
に
つ
い
て
「
出
生
の
年
月
」
「
配
偶

者
の
有
無
」「
就
業
状
態
」「
従
業
地
又
は
通
学
地
」

な
ど
15
項
目
、
世
帯
に
つ
い
て
「
世
帯
員
の
数
」

「
世
帯
の
種
類
」「
住
居
の
種
類
」「
住
宅
の
建
て

方
」
の
４
項
目
に
わ
た
り
ま
す
。 

何
に
役
立
っ
て
い
る
の
？ 

 

★
多
く
の
法
令
で
国
勢
調
査
の
結
果
の
使
用

が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
選
挙
区
の
画
定
、
地
方

交
付
税
の
交
付
額
の
配
分
な
ど
に
お
い
て
、
国
勢

調
査
に
よ
る
人
口
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。 

 

★
少
子
高
齢
化
の
将
来
予
測
、
地
域
の
人
口
の

将
来
見
通
し
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
の
計

画
策
定
、
防
災
計
画
の
策
定
な
ど
、
行
政
運
営
や

計
画
策
定
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
欠
か
せ
な
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

★
民
間
企
業
で
も
経
営
判
断
な
ど
に
国
勢
調

査
の
統
計
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
新

し
い
店
舗
の
立
地
を
検
討
す
る
場
合
、
地
域
の
人

口
規
模
や
年
齢
構
成
な
ど
を
分
析
し
て
判
断
す

る
こ
と
で
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業

展
開
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

国
勢
調
査
の
流
れ 
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＜第 1回国勢調査のポスター＞ 

「この調べに漏れては国民の恥です」 

「正直にありのままを書いて下さい。 

全く書けない人は書いて上げます」 

など、今では考えられないコピーが 

載っていて、当時の全数調査の苦労 

がうかがわれます。4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

っ
て
何
だ
ろ
う
？ 

令
和
２
年
は
５
年
に
１
度
の
国
勢
調
査
の
年

で
す
。
今
回
は
、
大
正
９
年
の
第
１
回
調
査
か
ら

１００
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

ラ
ジ
オ
も
テ
レ
ビ
も
な
い
時
代
か
ら
大
正
～

昭
和
～
平
成
～
令
和
と
続
く
調
査
は
、
ど
の
様
な

目
的
で
行
わ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に

役
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？ 

大
正
９
年
調
査
開
始
当
初
に
は
山
奥
に
未
開
の
集

落
を
発
見
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
か…

当
時
の
調
査

員
の
苦
労
が
想
像
で
き
ま
す
ね
。
私
た
ち
の
現
在
の
生

活
が
あ
る
の
も
、
そ
の
苦
労
の
積
み
重
ね
の
お
か
げ
な

の
で
す
ね
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
檜
山
】 

センサスくん 

平成２年(1990)

の国勢調査の時に

生まれたよ！ 

「人口センサス」

にちなんで名づけ

られたんだ。 

みらいちゃん 

インターネットに

よる調査が本格的

に始まった平成

27年(2015)国

勢調査の時に誕生

したのよ！ 

 

ま
た
、
大
学
・
シ
ン
ク
タ
ン
ク
等
で
は
、
調
査

の
結
果
を
研
究
に
利
用
し
て
、
社
会
経
済
の
現

状
を
分
析
し
た
り
、
提
言
を
行
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。 

 

★
こ
の
ほ
か
、
国
民
経
済
計
算
の
統
計
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
な
ど
の
統
計
）
も
、
国
勢
調
査
の
人
口
を
基
礎

と
し
て
用
い
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
労
働
力
調
査
、

家
計
調
査
な
ど
の
個
人
や
世
帯
を
調
査
対
象
と

す
る
各
種
標
本
調
査
の
基
盤
と
し
て
、
重
要
な
役

割
を
も
っ
て
い
ま
す
。 

① 調査書類の配布      9月 14日(月)から  

調査員が訪問し、調査書類を郵便受けなどに配布。 

② インターネット回答期間  

9月 14日(月)から 10月 7日(水) 

調査書類が届いたら、回答サイトにアクセス 

③ 調査票での回答期間 

 10月 1日(木)から 10月 7日(水) 

インターネット回答が難しい場合は、調査票を使って

回答。記入した調査票は郵送で提出。 

※調査員に提出することも可能。 

④ 調査書類の確認・集計 

Ｑ
．
住
民
基
本
台
帳
の
人
口
と
国
勢
調
査
の
人
口
が
異

な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？ 

Ａ
．
こ
れ
は
、
住
民
票
の
届
出
場
所
と
実
際
に
住
ん 

で
い
る
場
所
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
か
ら 

で
す
。 

ま
た
、
両
調
査
に
お
け
る
人
口
の
把
握 

時
期
・
方
法
が
異
な
る
こ
と
、
長
期
の
海
外
渡
航 

者
で
も
住
民
票
を
残
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ 

と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。 

Ｑ
．
仕
事
が
忙
し
い
場
合
で
も
，
国
勢
調
査
に
答
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
？ 

Ａ
．
正
確
な
統
計
に
基
づ
い
て
、
公
正
で
効
率
的
な 

行
政
を
行
う
た
め
に
は
、
日
本
に
住
む
す
べ
て 

の
人
か
ら
の
漏
れ
の
な
い
正
確
な
回
答
が
必
要 

で
す
。
仕
事
な
ど
で
忙
し
い
場
合
、
イ
ン
タ
ー
ネ 

ッ
ト
回
答
が
便
利
で
す
。
ま
た
、
調
査
票
を
郵
送 

で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
都
合
の
良 

い
日
時
を
調
査
員
に
知
ら
せ
て
調
査
票
の
回
収 

を
お
願
い
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。 

のあゆみ 
 
1920年(第 1回) 我が国最初の国勢調査 

「国勢調査ニ関スル法律」の制定から 18

年後、近代人口センサス第 1 号といわれ

るアメリカの 1790年センサスから 130年

後のことでした。 

1947年(第 6回) 

「再建へ漏れなく正しくありのまま｣ 

当時の標語に調査への意欲がみられまし

た。戦後最初の調査の結果は大都市の人

口の激減を鮮明に物語りました。 

1970年(第 11回)      人口一億人突破 

高度経済成長期のまっただなかで実施さ

れ、ますます激化する人口移動の解明と、

核家族化の進行に伴い、従来の直系世代

的な家族分類を、核家族分析に便利な家

族類型別集計に変更しました。 

2015年(第 20回) 

「人口減少社会」のはじまり 

調査開始以来、初めて人口が減少しまし

た。インターネット回答方式を全国で導

入しました。 

国勢調査のはじまりに尽力した人物 
 
日本近代統計の祖 

杉 亨二・すぎこうじ 

1828（文政 11年）～1917（大正 6年） 

1871年（明治 4年）に設置された統計局前身にあ

たる「政表課」の大主記だったことから、「初代・

統計局長」といわれる。人口全数調査を国に要望

した最初の人。 

 

我が国初の統計機構を設置 

大隈 重信・おおくましげのぶ 

1838（天保 9年）～1922（大正 11年） 

早稲田大学の創立者としても知られる大隈重信は

1881年（明治 14年）、統計院を設立、初代統計院

長に就任する。統計院設置の建議書では「国勢」 

(国の情勢)という言葉を使い、統計の重要性を訴

えた。 

 

時の内閣総理大臣 

原 敬・はらたかし 

1856（安政 3年）～1921（大正 10年） 

1918年（大正 7年）に総理大臣に就任し、平民宰

相として人気を博す。大正 9年 5月に国勢院（臨

時国勢調査局も管理）を設置、初の全国的な国勢

調査を実施する。 

実施の翌年 11月、東京駅で暴漢に襲われ、国勢調

査の結果を見ることなく永眠した。 
総 

務 

省 

（
統
計
局
） 

世 

帯 

(

約

万
世
帯･

約
1
億

万
人) 

国
勢
調
査
員(

約
70
万
人) 

国
勢
調
査
指
導
員(

約
10
万
人) 

都
道
府
県
・
市
区
町
村 

素朴な疑問 
コーナー 

 

<国勢調査結果> 第 1回 第 10回 第 20回 

 1920年 1965年 2015年 

人口 0.56億人 0.99億人 1.27億人 

世帯数 1122 万世帯 2429 万世帯 5345 万世帯 

１世帯当たり人員 4.89人 4.05人 2.36人 

 

国の未来を
見据えるた
めの大切な
調査なんだ

… 

国勢調査のあゆみ 

出典元：総務省統計局ホームぺージ 

（https://www.stat.go.jp/data/kokusei/qa-1.html#a1） （https://www.kokusei20

20.go.jp/about/flow.html） （https://www.kokusei2020.go.jp/lib/pdf/gallery/arch

ive/ayumi_all.pdf） （https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020campaign/quiz/） 
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